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住  所：岐阜県安八郡安八町氷取３０ 

お問合せ：０５８４－６３－１５１５ 

令和２年度 １２月号 No.８６ 

新たな茶の美の発見者 牧
まき

村
むら

兵
びょう

部
ぶ

利
とし

貞
さだ

 

  それまで、茶会では、形の整った茶陶が使用されていましたが、牧村兵部利貞

が、ゆがみ茶碗を用いてからは、「ゆがみ」「ひずみ」という新しい美意識が茶室 

に広がっていきました。 

 

※1・・・現在の円長寺付近にあったと推定される。 

※2・・・千利休の高弟７人を指す呼称。 

※3・・・大将の馬の周囲に付き添う側近であり、護衛や伝令及び決戦兵力として活躍した。 

  ※4・・・軍船、水路、水軍のことを扱った役職。 

  

▲牧村兵部利貞像（妙心寺 雑華院蔵） 

 

牧村兵部利貞は、当町に存在した牧村城（※1）

の城主である牧村政倫
まきむらまさとも

の養子となった武将であ

り、茶道の大成者、千
せん

利
のり

休
きゅう

の高弟「利
り

休
きゅう

七
しち

哲
てつ

 

（※2）」の六番目に数えられる茶人でもありまし

た。 

武将としては、山
やま

内
うち

一
かず

豊
とよ

や古
ふる

田
た

織
おり

部
べ

などと共 

に織田信長、豊臣秀吉に仕え、馬
うま

廻
まわり

衆
しゅう

（※3） 

の頭
かしら

や船
ふな

奉
ぶ

行
ぎょう

（※4）を勤めるなど二万石余り 

の大名として活躍しました。 

 

桶狭間の戦い（1560年）に参戦し、敵方の首級

をあげますが、帰参を許されることはありません

でした。 

 

ハートピア安八  
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